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ゲートボールを楽しむお年寄り� 
5月5日のこどもの日、勝中グラウンドに24チーム(Iチーム
 

5人)が参加して、ゲートボール大会が開催されました。


ゲームは終始和やかな雰囲気で行われ、民生委員会が優勝、 


準優勝は坂本老人クラブでした。
 

'82 

6 月号

町民のうごき

世帯数� 1，950戸・人口男� 3，990女� 4，037計� 8，027(昭和57年� 5月� 1日現在)

出生男� B女� 3計� 9・死t男� 2女� 2計十転入男25女32計57・転出男20女22計42(昭和57年� 4月中)

広報かつうら� 6月号=144・昭和57年� 6月� 1日発行・編集と発行 勝浦町総務課でんわ(088542)-2511 (代) 
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MUS04
テキストボックス
町民のうごき



昭和57年� 6月 1日 か らつ

昨
年
十
二
月
か
ら
中
角
の
生
比
奈

老
人
恕
い
の
家
跡
に
建
設
し
て
い
た

農
村
婦
人
の
家
が
完
成
し
ま
し
た
。

こ
の
施
設
は
、
主
婦
の
生
活
改
善

研
修
や
高
働
者
の
健
康
づ
く
り
に
利

用
さ
れ
る
ほ
か
、
大
型
洗
溜
機
と
脱

水
機
を
備
え
、
今
ま
で
家
庭
で
は
洗

え
な
か
っ
た
毛
布
な
ど
も
洗
え
る
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

O
休
日
毎
週
月
晦
日
と
祝
日
。
一

月

一
日
か
ら
三
日
ま
で
と
十
二
月

料用� 

800円

ド名 加工品名と機具 単 位 町内 町外

み そ 大豆� 1kgにつき� 70円� 9cfl 
、ー

ヲ じ 米� 1 kgにつき� 80 100」

手 ジャム ・ジュース類� 4時間につき�  1，700 2，000 

てゴ
製 粉� 1 kgにつき�  40 70 

ノマ� y トフイス l 回 につき�  200 250 

〈 、 ンチ製造機�  1時間 につき� 120 150 

レ� 11-- 4時間につき�  1，000 1，400 
り

回 転 主主� 4時間につき�  500 800 

力日 圧 カ 釜� 4時間につき�  50 100 

真杢包装機�  1 I時間につき�  200 250 
工

足踏シーフー�  1 I時間につき�  100 120 

室 圧� f宅 機� 1 I時間につき�  200 250 

フイニツシャー�  1 時間につき�  100 200 

洗 濯 機� 1 固につき�  400 550 

{更

第144号 (2)イコ

教
育
集
会
所
も
完
成

勝
浦
会
館
の
織
に
教
育
集
会
所
が

で
き
ま
し
た
。

こ
の
集
会
所
は
、
目

的
に
添

っ
た
会
合
で
あ
れ
ば

、
町
内

住
民
ど
な
た
で
も
使
用
で
き
ま
す
。

小
・
中
学
生
の
学
習
会
に
使
っ
て

い
る
毎
週
火
・
金
雌
日
の
午
後
を
除

け
ば
他
に
定
期
的
な
も
の
も
あ
り

ま
せ
ん
の
で
、
会
合
や
研
修
の
場
と

し
て
大
い
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

施
設
概
要

一
階 

老
人
ル 

ム
(
和

l

l

室
会
議
室
)
二
階
|
教
育
集
会

所
(
視
聴
覚
室
と
教
室
)

使
用
手
続
使
用
許
可
申
精
密
を
教

育
集
会
所
か
勝
浦
会
館
へ
提
出
し

て
使
用
許
可
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

使

用

料

無

料

く
わ
し
い
こ
と
は
、
勝
浦
会
館
(
会 

3
3
0
5
)
か
教
育
集
会
所
(
含 
2 

0
0
7
)
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

き
い
。

二
十
九
日
か
ら
三
十
一
日
ま
で
。

O
使
用
時
間
午
後
八
時
三
十
分
か

ら
午
後
五
時
ま
で
。

0
浴
場
毎
月
一
日
か
ら
五
日
間
と

十
五
日
か
ら
五
日
間
。 

O
使
用
料
は
別
表

の
と
お
り
で
す
。

く
わ
し
い
こ
と
は
、
産
業
課
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

、� 
) 

主婦の生活改善研修 


高齢者の健康づく りの場


中角の生比奈老人憩いの家跡に完成した農村婦人の家

ロoooop口

(歪
仁コ

(ミンチ製造機や圧� 

i刀釜を備えだ手づ� 

iくり加工室

勝浦会館績に新築された教育集会所

MUS04
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農村婦人の家完成
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広
瀬
ヒ
サ
エ
さ
ん
に
勲
六
等
瑞
宝
章

元
へ
き
地
保
健
婦
、

へ
き
地
保
健
衛
生
功
労

春
の
叙
勲
の
彰
状
伝
達
式
が
五
月

十
日
県
庁
知
事
室
で
行
わ
れ
、
広
瀬

ヒ
サ
エ
き
ん 

(
横
瀬
)
が
勲
六
等
瑞

宝
章
を
受
賞
し
ま
し
た
。

広
瀬
さ
ん
が
保
健
婦
の
資
格
を
と

り
、
勝
浦
町
の
保
健
婦
と
な
っ
た
の

は
昭
和
二
十
五
年
。
当
時
は
町
民
の

衛
生
思
想
も
低
く
、
県
下
で
も
結
核 
‘

伝
染
病
の
多
い
町
だ
っ
た
と
い
う
。

昭
和
三
十
六
年
に
町
内
に

三
十
六

人
も
の
赤
痢
患
者
が
大
発
生
し
て
以

森
下
厚
生
大
臣
と
広
瀬
さ
ん
ご
夫
妻

、「ノ。

'v 早
朝
を
い
と
わ
ず
、

火
災
現
場
に
は

必
ず
広
瀬
保
健
婦
の
姿
が
あ

っ
た
と 

広
瀬
き
ん
は
、
三
十
五
年
間
勤
め

た
町
の
保
健
婦
を
退
職
し
た
後
、
今

ま
で
の
豊
富
な
経
験
と
ナ
イ
チ
ン
ゲ

ー
ル
精
神
に
徹
し
、
自
分
の
労
力
可

ど
、
多
年
に
わ
た
り
地
方
自
治
の
発

展
、
農
業
の
振
興
に
努
め
る
。

倉
橋
さ
ん
は
、
阿
波
人
形
浄
溜
腐

の
人
形
遣
い
と
し
て
、
郷
土
芸
能
の

保
存
と
普
及
振
興
に
努
め
、
ま
た
勝

浦
園
芸
高
校
民
芸
部
で
人
形
遣
い
の

指
導
に
あ
た
り
、
多
数
の
後
継
者
を

育
成
し
て
い
る
。

幸
山
さ
ん
は
、
土
地
改
良
区
理
事

と
し
て
農
業
基
鍛
の
敵
軍
備
を
図
り
股

業
の
振
興
に
寄
与
す
る
と
と
も
に
、

現
在
は
、
町
選
挙
管
理
委
員
会
委
員

長
を
努
め
地
方
自
治
の
発
展
に
貢
献

し
て
い
る
。

高
橋
さ
ん
は
、
町
議
会
議
員
と
し

て
地
方
自
治
の
発
展
に
貢
献
す
る
と

と
も
に

、
現
在
は
町
身
体
障
害
者
連

合
会
の
会
長
に
在
任
し
、
身
体
障
害

者
の
福
祉
の
地
進
に
努
め
て
い
る
。幸山喜ーさん 倉橋春ーさん 古田源ーさん� 

桜
野
さ
ん
に
精
績
章

同
年
以
上
消
防
業
務
に
勤
務

昭
和
五
十
六
年
度
日
本
消
防
協
会

定
例
表
彰
が
、
五
月
四
日
徳
島
厚
生

年
金
会
館
で
行
わ
れ
、
桜
野
菜
市
さ

ん
(
沼
江
|
第
九
分
団
元
分
団
長
)

が
精
績
章
を
受
賞
し
ま
し
た
。

能
な
限
り
病
め
る
人
々
を
救
う
頗
い

来
、
持
ち
前
め
ね
ば
り
強
い
根
性
と

強
い
責
任
感
を
も

っ
て
、

地
道
な
訪

ま
た
、
こ
う
し
た
保
健
婦
本
来
の

の
救
急
業
務
に
も
じ
ん
速
な
出
動
と

い
う
不
利
な
条
件
を
克
服
し
、
深
夜

春の褒章

産
業
、
社
会
、
文

化
な
ど
県
内
各
界
で

功
績
の
あ
っ
た
人
に
贈
ら
れ
る
、
こ

と
し
の
第
三
十
一
回
県
民
表
彰
式
が

五
月
三
日
徳
島
市
の
郷
土
文
化
会
館

で
行
わ
れ
、
古
田
源

一
さ
ん
(
剖
歳

中
山
)
、
倉
橋
春
一
き
ん
(
け
歳

・久
国
)

同
病
院
で

問
活
動
や
、
各
種
伝
染
病
予
防
接
種
、

集
団
検
診
な
ど
に
走
り
回
り
、
町
民

の
環
境
衛
生
思
想
の
普
及
向
上
に
献

身
的
に
努
力
さ
れ
、
こ
の
努
力
が
笑

を
結
び
伝
染
病
は
翌
年
か
ら
激
減
、

患
者
の
看
護
に
あ
た
っ
て

現
在
は
皆
無
に
な

っ
て

い
る
。

活
動
と
併
行
し
て
、
消
防
防
災
活
動

適
切
な
応
急
処
理
に
努
め
、
女
性
と

第
訂
回
県
民
表
彰

d

本
町
か
ら
4
人
受
賞

か
ら
、
現
在
城
南
病
院
(
、
丈
六
町
)

に
転
職
し
て
い
ま
す
。

不
幸
に
し
て
昭
和
五
十

一
年
に
交

通
事
故
に
遭
い
、
一
時
は
生
命
が
危

ぶ
ま
れ
た
こ
と
も
あ
る
が
、
こ
れ
も

持
ち
前
の
根
性
で
死
線
を
超
、
ぇ
、
今

も
事
故
の
後
遺
症
と
戦
い
な
が
ら
、

い
ま
す
。

広
瀬
さ
ん
は
、
こ
の
受
賞
の
喜
び

一

以

ん上

1 

年
さ 

1

河
野

務
桜

業
の

防
続

消
動

v
f

-

を
「
働
け
る
だ
け
で
満
足
し
て
い
る

の
に
身
に
あ
ま
る
光
栄
で
す
。
こ

れ

か
ら
も
受
賞
に
恥
じ
な
い
よ
う
が
ん

ば
り
ま
す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

全
町
一
斉
清
掃

初
夏
と
な
り
蚊
や
ハ
エ
が
多
く
発

生
す
る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

町
で
は

、
六
月
か
ら
九
月
ま
で
の

第
一
日
限
日
を
全
町
一
斉
清
掃
日
に

指
定
し
て
美
し
い
町
づ
く
り
を
目
指

し
て
い
ま
す
。
当
日
は
、
各
戸
に
一

人
は
出
て
、
保
健
部
長
さ
ん
を
中
心

に
環
境
美
化
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

日
時
六
月
六
日
・
七
月
四
日
・
八

月
一
日

・
九
月
五
日
の
午
前
八
時

か
ら
。

場

所

河

川
、
下
排
水
路
な
ど
。

※
雨
天
の
場
合
は
第
二
日
曜
日
。

幸
山
喜
一
さ
ん
(
九
歳

・
棚
野
)
、
高

橋
鐙
さ
ん
(
臼
歳
・
与
川
内
)
の
四

人
の
か
た
が
受
賞
し
ま
し
た
。

古
田
さ
ん
は
、
町
議
会
議
員
、
内
股

業
委
員
会
委
員
な
ど
を
経
て
、
昭
和

三
十
五
年
か
ら
こ
と
し
五
月
ま
で
農

業
共
済
組
合
組
合
長
を
歴
任
す
る
な 

高橋 量産さん
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昭和57年� 6月� 1日 カミ て〉 ワ ら 第144号 (4) 

世
界
人
権
宣
言
と

国
際
人
権
規
約
と
の
関
係

先
月
号
で
は
、
ノ

国
際
人
権
規
約
の

ね
ら
い
を
述
べ
ま

し
た
。
今
月
は
、

か
世
界
人
権
宣
言

と
図
際
人
権
規
約

の
関
係
。
に
つ
い

〆
て・
・・

世
界
人
権
宣
言
と
国

際
人
権
規
約
と
の
関
係

は
ど
う
い
う
関
係
な
の

か
と
い
う
と
、
基
本
的

な
内
容
は
「
宣
言
」
と

「
規
約
」
は
同
じ
で
す

が
、
た
だ
「
規
約
」
の

方
が
条
項
が
補
強
き
札

て
い
ま
す
。
も
う
一
つ

は
、
「
人
権
宣
言
」
は

こ
う
い
う
ふ
う
に
し
よ

う
と
い
っ
た
だ
け
で
守
ら
せ
る
方
法

は
響
い
て
い
ま
せ
ん
が
、
「
規
約
」

に
は
そ
れ
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

「
人
続
規
約
」
は
三
つ
の
条
約
か

ら
で
き
て
い
ま
す
。

一
つ
は
、
経
済

的
、
社
会
的
、
文
化
的
権
利
に
関
す

る
国
際
規
約

(「
社
会
権
規
約
」 

)

と
よ
ば
れ
て
い
る
も
の
で
、
人
権
を

守
る
た
め
に
、
差
別
を
し
て
は
な
ら

な
い
と
口
で
い
う
だ
け
で
は
不
十
分

で
、
経
済
的
な
裏
付
け
を
保
障
し
な

選
択
議
定
で
、

が
守
ら
れ
な
か
っ
た
場
合
、
ど
う
し

た
ら
守
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
る
か
と

た
と
え
ば
、
日
米
安
全
保
障
条
約
と

か
，
日
中
平
和
友
好
条
約
が
あ
り
ま

す
。国

際
人
権
規
約
は
二
か
国
間
で
は

な
く
、
す
べ
て
の
国
が
加
盟
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
点
で
、
条
約

と
は
違
う
の
で
す
。

さ
ら
に
、
規
約
と
い
う
の
は
、
日

本
の
固
め
な
か
で
い
え
ば
憲
法
め
よ

う
な
も
の
で
、
木
で
い
え
ば
幹
に
あ

た
り
校
や
築
で
は
な
く
、
根
本
的
な

取
り
決
め
と
い
う
性
格
も
あ
り
、
い

わ
ば
人
権
を
守
る
世
界
の
憲
法
で
あ

る
と
い
う
意
味
な
の
で
す
。

来
周
は
、
社
会
権
規
約
と
自
由
権

規
約
に
つ
い
て
掲
載
し
ま
す
。

グ
待
問
時
団
事
予
{
シ

5
目
的 

生
花
教
室

音
頭
教
室
(
教
育
集
会
所
)

8
日

ω 
同
和
問
題
研
究
会
定
例
会

9
日
制

手
芸
教
室

叩
日
附

踊
り
教
室

同
日
制

民
間
同
教
室

げ
日
附

踊
り
教
室

問
日
出

音
頭
教
室

初
日
防

生
花
教
室

犯
日
制 

手
芸
教
室 

(玉
の
木

・
五

M

十
回
公
会
堂
)

日
嗣

踊
り
教
室

民
話
教
室 

(教
育
集
会
所 
) 

音
頭
教
室
は
午
後
七
時
か
ら
、
そ

の
他

の
教
室
は
午
後
八
時
か
ら
そ
れ

ぞ
れ
関
税
し
ま
す
。
時
間
に
遅
れ
な

い
よ
う
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

国
醐
闘
園

ゆ
諸
説
副
採
用
上
級
試
験

試

験

日

七
月
十
八
日
間

受
付
期
間

六
月
二
日
か
ら
六
月

十

一
日

警
察
官
同
採
用
共
同
試
験

試

験

日

八
月

一
日
制

受
付
期
間

六
月
二
日
か
ら
六
月

十
日

く
わ
し
い
こ
と
は
、
県
人
事
委
員

会
事
務
局
(
徳
島
市
か
ち
ど
き
橋
一

丁
目
四
一
徳
島
県
林
業
セ
ン
タ
ー
内
)

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

と
こ
ろ
で
、
「
規
約
」
と
い
う
言
葉

に
つ
い
て
で
す
が
、
労
働
組
合
な
ど

に
は
綱
領
や
規
約
が
あ

っ
て
、
規
約

に
は
名
称
と
か
、
ど
こ
に
事
務
所
を

置
く
と
か
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

条
約
で
あ
る
の
に
規
約
と
い
う
言
築

を
使

っ
て
い
る
の
は
あ
ま
り
な
じ
み

が
あ
り
ま
せ
ん
。
規
約
と
い
う
日
本

語
は
重
要
で
な
い
企
い
う
よ
う
な
印

象
が
強
い
の
で
す
が
、
そ
う
で
は
あ

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
観
点
か
ら

権
利
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

二
つ
め
は
、
市
民
的
、
政
治
的
権

利
に
関
す
る
国
際
規
約 

(
「
自
由
権

規
約
」 
)
と
よ
ば
れ
る
も
の
で
、
こ
れ

は
、
言
論
出
版
の
自
由
、
集
会

・
結

社
の
自
由
、
不
当
に
逮
捕
さ
れ
な
い

公
正
な
裁
判
と
い

っ
た
自
由
権
が
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

三
つ
め
は
、
市
民
的
、
政
治
的
権

利
に
関
す
る
国
際
規
約
に
つ
い
て
の

知
つ

て
い
ま
す
か

人
権
擁
護
委
員
制
度

六
月
一
日
は

、
人
権
擁
説
委
員
法

が
施
行
き
れ
た
日
で
す
。

昭
和
二
十
四
年
六
月
一
日
に
人
権

擁
議
委
貝
法
が
施
行
さ
れ
、
国
民
の

基
本
的
人
権
を
機
謎
し
見
守
る
、
い

わ
ば
民
間
人
に
よ
る
人
権
の
番
人
の

機
関
が
誕
生
し
た
の
で
す
。

こ
れ
が
人
権
擁
竣
委
員
法
に
よ
る

人
権
擁
護
制
度
の
始
ま
り
で
す
。

お
互
い
に
人
権
を
守

っ
て
明
る
い

社
会
を
つ
く
る
こ
と
が
私
た
ち
の
願

い
で
す
。

全
国
の
人
権
擁
護
委
員
は
、
六
月

り
ま
せ
ん
。

ふ
つ
う
、
条
約
と
い
う
場
合
、
二

つ
の
国
の
問
で
結
ぶ
も
の
を
い
い
、

一
日
を
「
人
権
擁
説
委
員
の
臼
」
と

定
め
、
こ
の
日
を
中
心
と
し
て
み
な

さ
ん
と
と
も
に
一
一
層
の
人
権
思
想
の

啓
発
に
励
む
こ
と
を
申
し
合
わ
せ
て

い
ま
す
。

勝
浦
町
に
は
、
次
の
人
権
擁
護
委

員
が
い
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
守
ら
れ
ま

す
か
ら
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

原

田

熊

一

中

山

台

一
二
七
二

大

西

勝

幸

西

岡

田

中

貧

今

山

林

森

一

美

与

川
内

O

宮
三 

七
一

倉
二
九
二
ニ

包
三
四
九
一

「
自
由
権
規
約
」

6月定例人権・行政� 

l山配ごと合同相談

本日 時� 6月4日(金〉

午前10時一午後3時

*甥 所 住民福祉センター

い
う
方
法
を
定
め
て
い
ま
す
。

MUS04
テキストボックス
みんなでなくそう部落差別
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家庭教育

シリーズ� 
⑫ 

圭七
ノ、

か

せ


の
お
こ
づ
か
い
を
与
え
て
は
い
け
ま

家

庭

教

育


ぎ

と

(その 2)

つ ら 昭和57年� 6月� 1日イコ

せ
ん
。
面
倒
を
み
ら
れ
な
い
代
償
を

お
金
で
つ
ぐ
な
お
う
と
し
が
ち
で
す

が
、
こ
れ
は
間
違
い
で
す
。
与
え
た

お
こ
づ
か
い
の
使
い
道
も
、
親
と
子

が
よ
く
話
し
合
っ
て
お
き
た
い
も
の

で
す
。

両
親
は
信
頼
し
合
っ
て
協
力
す
る

子
供
は
母
親
だ
け
が
育
て
る
の
で

は
な
く
、
両
親
が
育
て
る
の
だ
と
い

う
考
え
を
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

夫
婦
問
の
不
和
は
子
供
に
心
理
的

な
慈
影
響
を
与
え
、
続
不
信
、
家
庭

不
信
を
起
こ
し
、
非
行
へ
の
道
を
た

ど
ら
せ
ま
す
。
両
親
が
仲
よ
く
し
、

明
る
い
家
庭
を

つ
く
る
こ
と
が
何
よ

り
大
切
で
す
。

前
号
で
は
、
共
稼
ぎ
家
庭
に
起
こ

る
い
ろ
い
ろ
な
問
題
点
に
つ
い
て
述

べ
ま
し
た
の
で
、
今
回
は
そ
の
対
処

の
仕
方
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
す
。

圃
共
稼
ぎ
の
意
義
を
子
供
に
理
解

さ
せ
る

な
ぜ
母
親
が
働
き
に
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
か
、
そ
の
必
要
性
を

は
っ
き
り
理
解
さ
せ
、
ま
た
ど
の
よ

う
な
仕
事
を
し
て
い
る
か
、
そ
の
仕

事
に
は
ど
の
よ
う
な
意
義
が
あ
る
か

を
、
は
っ
き
り
と
わ
か
り
や
す
く
納

得
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

こ
れ
が
で
き
た
ら
、
家
庭
内
の
仕

事
を
子
供
た
ち
に
分
担
さ
せ
る
こ
と

に
よ
り
、
母
親
に
対
す
る
心
理
的
な

一
体
感
を
持
つ
こ
と
が
で
き
情
緒
的

安
定
を
う
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

圃

子
供
と
の
ふ
れ
合
い
を
多
〈
す

る
。

共
稼
ぎ
家
庭
で
は
、
ど
う
し
て
も

子
供
と
一
緒
に
生
活
す
る
時
間
が
少

な
く
な
り
ま
す
。
ふ
れ
合
い
が
不
足

す
る
と
、
子
供
は
愛
情
に
飢
え
て
精

神
的
に
不
安
定
に
な
り
ま
す
。
帰
宅

後
あ
る
い
は
出
勤
前
の
時
間
こ
そ
、

働
い
て
い
る
母
親
に
と
っ
て
子
供
と

接
触
す
る
た
め
の
食
震
な
時
間
で
す
。 

お
金
よ
り
話
し
合
い
を
大
切
に

司自
母
親
は
帰
宅
し
て
か
ら
も
家
事
、

労
働
に
忙
し
い
の
で
、
子
供
と
ゆ
っ

く
り
過
ご
し
た
り
、
話
し
合

っ
た

り

す
る
時
聞
が
も
て
に
く
く
な
り
ま
す

が
、
「
き
ょ
う
、
ど
ん
な
こ
と
を
じ

て
遊
ん
だ
の
」
「
だ
れ
と
遊
ん
だ
の
」

と
い
う
よ
う
に
、
一
日
の
出
来
事
ぐ

ら
い
は

、
話
し
合
う
よ
う
に
し
ま
し

トゐニー，。

圃

作

農


ま
た
、
か
わ
い
そ
う
だ
か
ら
と
い

う
気
持
か
ら
、
子
供
に
あ
ま

り
多
く

公

こ
ど
も 
L
7
u

遊
J

ひ
ま

し
ょ
・
フ

留意� :上押し


こ
の
時
間
を
上
手
に
利
用
し
、
親

と
子
の
つ
な
が
り
を
深
め
る
よ
う
に

心
が
け
た
い
も
の
で
す
。

昼
は
働
き
に
出
、
夜
は
ス
ポ
ー
ツ

や
カ
ラ
オ
ケ
に
出
か
け
て
は
、
親
子

の
ふ
れ
合
い
は
で
き
ま
せ
ん
。

安
全
に
気
を
配
る
。

子
供
の
交
通
事
故
、
け
が
、
火
災

な
ど
は
、
働
き
に
出
る
親
に
と
っ
て

大
変
心
配
な
こ
と
で
す
。
し
た
が
っ

て
、
惑
い
道
路
の
通
り
方
、
危
険
な

遊
び
を
し
な
い
よ
う
注
意
す
る
と
と

も
に
、
事
故
が
起
こ
っ
た
と
き
の
対

処
の
仕
方
な
ど
を
教
え
て
お
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

園
近
隣
の
人
た
ち
と
の
協
力
体
制

を
つ
く
っ
て
お
〈

子
供
た
ち
を
放
任
し
が
ち
に
な

り

ま
す
か
ら
、
お
隣
り
同
志
が
手
を
組

ん
で
、
だ
れ
か
が
い
つ
も
子
供
た
ち

の
行
動
を
見
守
っ
て
や
り
、
指
導
し

て
や
れ
る
体
制
を
つ
く
っ
て
お
く
こ

と
が
大
切
で
す
。

袋
)
で
す
。

0
す
だ
ち

下
旬
に
チ
ソ
ソ
七
第
、
リ
ン
サ
ン

三
鋭
、
カ
リ
五
割
却
を
施
用
す
る
。

す
だ
ち
二
号
で
は
五 

と
な
り

ま
す
。

同

病
害
虫
の
防
除

ヤ
ノ
ネ
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
、
コ
ク
テ
ン

病
に
は
ダ
イ
セ
ン
類
加
用
(
製
品
ば
よ

画面り
濃
度
に
注
意
)
ス
プ
ラ
サ
イ
ド
乳

剤
二
千
倍
液
を
中
旬
に
散
布
す
る
。

同

摘
果

O
P
M

来
経
二 
H
J

緩
度
の
果
実
が
全
体
の

七 

削
れ
を
占
め
る
こ
ろ
に
フ
イ
ガ
ロ

ン
乳
剤
二
千
倍
液
を
散
布
す
る
。

十
万
う
ん
じ
ゅ
う
は
枝
の
太
さ
三

勺
前
後
の
も
の
で
結
果
量
の
少
な
い

校
は
全
摘
果
す
る
。

夏
肥
の
施
周

下
旬
に
チ
ッ
ソ
八
鈴
、
リ
ン
サ
ン


四

・
八
世
如
、
カ
リ
六

・
四
倍
加
を
施
用


す
る
。


同

病
害
虫
防
除


へ
タ
ム
シ
、
タ
ン
ソ
病
に
は
上
旬

に
パ
ダ
ン
水
溶
剤
千
倍
液
加
周
二

・

五 
1

十
二

・
五
ボ
ル
ド
ー
液
を
散
布

す
る
。

H
O

カ、

き

フ
シ
コ
ナ
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
、
炭
ソ

病
に
は
中
下
旬
に
サ
リ
チ
オ
ン
乳
剤

千
倍
加
用
ト
ソ
プ
ジ
ン 

水
和
剤
千

五
百
倍
液
を
散
布
す
る
。

M

な

す

ハ円

盤
枝

第
一
番
花
の
つ
い
て
い
る
校
と
そ

の
下
校
二
本
の
計
三
本
仕
立
て
に
し

そ
れ
以
外
の
わ
き
芽
は
全
部
つ
み
と

る。伺

追
肥

第
二
番
花
の
開
花
終
り
ご
ろ
か
ら

月
二
回
程
度
追
肥
を
行
う
。
一

回
の

施
肥
置
は
化
成
肥
料
で
ア
ー
ル
当
た

り
三
犯
と
す
る
。

み

か

ん 

O H

夏
肥
の
憧
刷
用

普
通
う
ん
し
ゅ
う

O
P
M
(

下
旬
に
チ
ッ
ソ
五

・
六
祭
、
リ
ン

サ
ン
四
話
、
カ
リ
四
・

六
箆
を
施
用

す
る
。柑

橘
二
号
な
ら
四 

二
袋
)
で
す
。 

0
十
万
う
ん
し
ゅ
う

下
旬
に
チ
ソ
ソ
一 
O
P
M

リ
ン
サ

ン
六
話
、
カ

リ
八
割
印
を
施
用
す
る
。

か
つ
ら
み
か
ん
配
合
な
ら
百
祭
(
五

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
家庭教育シリーズ共かせぎと家庭教育

MUS04
テキストボックス
今月の農作業メモ



v

降
伸
ル 

つ らカミ
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昭和57年� 6月� 1日� 第144号 (6) ィコ

無
言
の
内
に
物
語
る
も

の
で
あ
ろ
う

一

。 こ
と
に

「ミ

ズ
ナ

ラ
」
は
小
ナ

ラ

一

と
違

っ
て
築
制
も
な

く

禁

大

き

一 

w
/
市

問

、

片

山

花

町

目

白

く
自
然
飼
料
と
し
て
は
大
事
な
植
物

一 

-

恥 

ぜ
耐
州
当 

一

三 

戸

附 

・

F

t
M
M
-

v
-
d
h
-
-
F

一

の

話

⑦

か

f

!

h

五

氏

、

…

安

3

知

O
O

O
O

H

で
あ

っ
た
こ
と
が

う
か
が
え
る
。

地
区
対
抗

女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

(
5
月
ロ
日 

日 
)

優

勝

機

瀬

チ 

ム

準

優

勝

星

谷

チ 

ム 
l l

優 勝

績 瀬

中

山
山
西
掛

皇

苔

与
川
内

一棚

野

中

角
沼

石

生

名

績

瀬
久

国

第 
4
国
家
庭
婦
人

優 勝

欄 野� 

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

(
5
月
2
日 
)

優

勝

棚

野

チ 

ム

準

優

勝

久

国

チ 

ム 

2

2

一竹

久

国

旬

沼

石

9
山
西
掛 

8
坂

本

ア

星

笛

6
中

角

5
4フ
山 

4

笠

名 

3
与
川
内 

2
中

山 

1

棚

野

l l

"こ
存
"
し
て
す
か
?

安
全
電
化
配
線
と
い
う
言
葉

||四電だよりl

安
全
電
化
配
線
と
は
、
判
明
来
の
設

備
増
加
を
考
え
た
余
裕
の
あ
る
安
全

な
配
線
設
備
の
こ
と
で
、
次
の
よ
う

な
利
点
が
あ
り
ま
す
。

-
配
線
に
ゆ
と
り
が
あ
り
ま
す
の

で
火
災
や
漏
電
の
心
配
が
あ
り
ま

せ
ん
。

2
電
気
器
具
が
ふ
え
て
も
便
利
に

使
え
ま
す
。

3

電
気
器
具
の
機
能
が
十
分
発
揮

で
き
経
済
的
で
す
。

単
相
三
線
式
配
線
の
利
点

マ
一
つ
の
幹
線
で
二
倍
の
電
気
が

使
、え
ま
す
の
で
配
線
材
料
が
経
済

ボ
ル
ト
用

機
器
も
使
え
ま
す
。

的
で
す
。

マ

一 

ボ
ル
ト
用
は
も
ち
ろ
ん

必
要
に
応
じ
て

二

社
会
総
合
大
学

グ
学
習
日
の
お
知
ら
せ

墨
絵
学
級

六
月
七
日 

(
月
)

六
月
十
七
日 

(
木 
)

時
間
午
後
七
時
三
十
分

1
午
後

九
時
三
十
分

場
所
福
祉
セ
ン
タ
ー
図
書
室

習
字
学
級


六
月
八
日
(
火
)


六
月
二
十
二
日
(
火
)


時

間

午

後

七

時 
1
午
後
九
時


場
所
福
祉
セ
ン
タ
ー
和
室


一飼い犬は必ず

つないて下さいー

不用犬買上げ九� G 
6 月 2 日 ~J<) 

6月16目。'J<) d~.'<Çミ、 -

成犬300円 小犬100円

屯

岨

ム 

一一

4

ま
た
、
山
繭
で
あ
る
が
前
述
の
寄

一

お
お
怠
ら
や
ま
君
臨
甲
山
な
ど
で
最
近
ま
で
よ
く
見
か
け
た

一

一

寺

谷

の

大

信

と

山

繭

物
で
、
正
」の

繭
と
同
大
で
黄
緑
色
の

一

美
し
い
繭
で
、
そ
れ
か
ら
生
産
さ
れ

一

一

横
瀬
の
富
重
一
地
区
の
西
北
に
、
坂
た
絹
糸
は
、
絹
糸
中
最
上
級
の
も
の 

…

一
本
川
に
そ
そ
ぐ
小
谷
が
あ
る
。

こ

の

で

あ

る

と

か 

(
広
辞
苑
な
ど
に
見
え
一

一
谷
は
寺
谷
川
と
言
わ
れ
、
百
二
十
か

て
い
る
。)
今
は
長
野
や
広
鳥
あ
た
り
一

一
ら
百
三
十
幻
上
流
で
二
つ

に
別
れ
、

に
産
出
が
多
い
よ
う
に
聞
い
て
い
る
。
一 

…

一
方
を
東
寺
谷
と
呼
ぴ
、
他
方
を
西
こ
の
山
繭
を
作
る
蛾
は
料
品
船
出
の

一

一
寺
谷
と
言
っ

て
い
る
。

ょ
の
墓
守
谷
昆
虫
で
、
貧
褐
色
ま
た
は
時
一
褐
色
の
一

一
川
の
源
を
寄
山
と
言
っ

て
、
昔
、
隣

一
須
賀
公
の
狩

の
寄
せ
場
で
あ

っ
た
と

褐
色
の
条
が
あ
り
、
磁
を
作
る
幼
虫

一
か
(
清
水
宇
平
太

・
寺
谷
梅
士
口
故
人
は
八
日
ン
は
ど
で
各
節
に
剛
毛
が
あ
っ

大
型
の
蛾
で
、
は
ね
に
限
状
紋
と
黒

一-一

l

一
一
剛
氏
に
よ
る
。)

一
話
も
し
て
く
れ
た
。

寺
谷
に
は
大
ぽ
詰
も
蜜
柑
の
枯
れ
た
今
な
ぜ
か
思
い

一

一
う
そ
う
の
木

(ミ

ズ
ナ
ラ 

別
名
ォ
出
さ
れ
て
、
懐
か
し
く
思
い
ひ
と
し

一

て
、
ク
ヌ
ギ
、
ナ
ラ
の
築
を
好
む
と 

↑

そ
れ
は
と
も
か
く
、
次
の
よ
う
な
審
物
に
見
え
て
い
る
の
で
、
古
老
の

一

一
ォ
ナ
ラ 
)
が
あ
る
が
、
町
内
ど
こ
に
お
な
も
の
が
あ
る
。 

一
で

も

あ

る

木

で

は

な

く

、

山

繭

を

作

(

文

富

重

統

一
る
蛾

の
幼

虫

が

好

む

た

め

植

え

付

け

た

-

一
ら
れ
た
木
て
あ
る
と
か
。

船
一

今

は

み

か

ん

閣

の

開

裂

や

縞

林

の

竺

一 …
た
め
に
わ
ず
か
に
見
か
け
る
程
度
で
敏

一
貴
重
な
文
化
資
料
も
時
の
流
れ
に
は
の

一
勝
て
ず
、
次
第
に
姿
を
消
し
つ
つ
あ
側

一

る
が
、
こ
の
地
域
に
は
大
熊
の
突
立
訟

一

け

や

き

阻

匡

一

っ
た
様
な
擦
の
古
株
が
見
か
け
ら
れ
、
須

一
小
織
の
木
が
多
い
の
も
山
繭
を
作
る
持

一
幼
虫
が
好
ん
だ
食
物
で
あ

っ
た

し

、

辿

幽
品
目
山
繭
の
生
産
地
で
あ
っ
た
こ
と
を
新 

~一

V

l

M

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
勝浦町の民話

MUS04
テキストボックス
ご存知ですか安全電化配線という言葉四電だより



(7) 第 144号 カミ て〉 つ ら 昭和 57年 6月 1日

わた;しの

作 品

横52種目 時間 内容

胃績  d2 午日リ
9時 -11関胃透視  

胸ゲ部ンレ模ン診ト 午月リ 9時
~午後2時

レントゲン

成人病横診
午前  9時

~午後2時品目
聴打

晩
酌
に
虎
杖
好
む
夫
に
し
て

ぜ
ん
ま
い
の
二
番
子
細
り
山
暮
る
る

φ
お
く
や
み
申
し
ま
す

場
所

内肱
村
婦
人
の
家

二
時

と
ニ
ろ

住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

内

容
「
脳
卒
中
に
な
ら
な
い
た
め
に
は
」

講

師

勝

浦

病

院

長

太

田

重

姦

先
生

高
血
圧
症
に
対
す
る
食
事
療
法
に

つ
い
て
(
試
食
と
実
習
)

講
師
小
松
島
保
健
所
栄
養
士

湯
村
洋
子
先
生

総
合
健
診

年
巴
一
度
は

g

健
康
チ
エ
吻
ク

総
合
健
診
と
は
、
一
つ
の
場
所
で


多
く
の
検
診
を
す
る
こ
と
で
す
。
成


人
病
が
増
加
し
て
い
る
今
日
、
年
に


一
度
は
健
康
チ
エ
ソ
ク
が
必
要
で
す
。


次
の
と
お
り
各
種
検
診
を
行
い
ま


す
の
で
ぜ
ひ
受
け
て
く
だ
さ
い
。


料

金

問

検

診

の
み
六
百
円
で
す
。
 

胃
検
診
を
受
け
ら
れ
る
場
合
は
、

朝
絶
食
を
し
て
く
だ
さ
い
。

O O O

m

中 'レf

-v
V

ン
ヘ

星

谷

幽 

中

与

川

内

新

居

義

子

暮
れ
て
尚
く
っ
き
り
浮
ぶ
し
ゃ
が
め

花沈
丁
花
移
住
の
人
に
貰
ら
わ
れ
し

与
川
内

阿

部

よ

り

え

峡
の
子
は
一
人
遊
び
の
蟹
を
追
う

立

川

堀

梅

子

陽
に
映
え
て
陛
し
き
ば
か
り
維
の
花

立

川

竹

田

あ

ゆ

み

道
泌
の
詩
吟
や
峡

の
山
吹
に

木
の
芽
和
え
独
り
酌
む
夜
の
ほ
ろ
苦

ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

槻

野

太

田

正

平

明
易
し
旅
の
ホ
テ
ル
の
男
部
屋

降
り
参
道
官官山
仰
の
中
パ
ス
走
る

沼

江

駒

津

光

洋

行
く
春
に
高
野
で
会
い
し
桜
か
な

沼

江

山

丸

千

絵

初
蝶
と
会
う
郵
便
を
採
り
に
出
て

沼

江

斉

藤

重

子

浄
心
と
小
さ
く
普
か
れ
泉
湧
く

セ
ス
ナ
機
が
声
降
ら
し
去
る
代
田
箔

込 

沼

江

大

岡

初

音

待
望
の
孫
差
し
上
げ
し
鮭
の
ぼ
り

の
ぼ
り
鮎
ね
ら
い
て
鷺
の
動
か
ざ
る

件

似

瀬

稼

勢

銀

星

新
緑
に
笑
い
こ
ぼ
れ
て
出
雲
路
へ

漬
け
た
て
の
茄
子
に
小
宴
の
箸
が
寄

る

中

山

構
内
喜
美
代

出
一
日
訟
は
窃
月
七
日
ま
で

三
句
ハ
ガ
キ
で

送

り

先

勝

浦

町

三

渓

館
市
剖
聞
広
夫
さ
ん
〈
都
且
京
〉
ぎ
で

町
内
在
住
の
万
に
限
り
ま
す
。


次
回
は
短
駅
、
そ
の
次
は
川
柳
と
交
代


に
の
ゼ
ま
す
。
ふ
る
っ
て
こ
没
匂
〈
芝


さい。

t

生

-
三

男

治

C

呼
鈴
を
み
じ
か
く
押
し
て
パ
ラ
の
門

生

名

丸

山

香
月

献
血
を
終
え
て
け
だ
る
き
春
の
畳

中

角

東

山

正
峰

石
楠
花
を
咲
か
せ
華
や
ぐ
レ
ス
ト
ラ

野
上
す
み
れ

に
普
窓
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
心
か

離
乳
食
講
習
会
と

育
児
相
談

生
後
四
、
五
か
月
ご
ろ
に
な
る
と

乳
汁
だ
け
で
は
鉄
、
タ
ン

パ
ク
質
な

と
が
不
足
し
、
貧
胤
症
状
な
ど
を
お

こ
す
た
め
離
乳
食
が
必
要
に
な
っ
て

き
ま
す
。

次
の
と
お
り
講
習
会
を
行
い
ま
す

の
で
多
数
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

き

六
月
四
日
(
金
)

午
前
十
時 

十
二
時

と
こ
ろ

住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

該
当
者

生
後
二

子
を
も
っ
お
母
さ
ん

高
血
圧
学
級
の
開
催

高
血
圧
は
、
脳
卒
中
や
心
臓
病
の


ひ
き
が
ね
に
な
り
ま
す
の
で
正
し
い


管
理
が
必
要
で
す
。

そ
こ
で
高
血
圧


で
悩
ん
で
い
る
人
を
対
象
に
高
血
圧


学
級
を
次
の
と
お
り
催
し
ま
す
か
ら


多
数
ご
出
席
く
だ
さ
い

。


※
高
血
圧
者
だ
け
で
な
く
、
ご
家

と
族
(
食
事
担
当
者
)
も
ご
出
席
く

だ
さ
い
。

か
月
l
七
か
月
の

l

敏
一

蓉
子
」

名

野

上

J

史

ご
結
婚
お
め
で
と
う

谷

口

敏

日
手
一

佐
夜
子
」

福

良

猛
京
子
」

井

上

幸

夫佐
代
」

}

穏

埜

友

明

野

二

島

一

三

女

尚
J

長

男

正

J

一長

男

淳

一長

女

賀

美

子

，

主見

小上

徳
島
市

林岡

茂敏
美明

J

お
誕
生
お
め
で
と
う

J

原
田

明
縦

幸
子
」
一
長

男

圭

則
時
)
長
男

角角

久

保

公
民
、、

?

木

原

毅
コl

聖

み

つ

子

」

長

男

c
j

J
'i

努

孝 

六
月
十
六
日 

(
水 
)

午
前
九
時
三
十
分 

と

き

午
後

l

棚中沼坂

野山江本

河
野
ヒ
テ
ノ 

(
訂
歳 
)

生
木
イ
サ
ミ
(
制
歳
)

野

上

仁

八 

(
作
歳 
)

谷

本

ヨ

ヲ

(

位

歳 
)

W

M

然
防
花
を
活
け
る
乙
女
の
手
の
白
き

衣
更
え

ペ
タ

ル
踏
む
児
の
健
や
か
に

坂

本

内

国

国

久

恵

矢
車
や
病
室
て
見
る
児
の
遊
び

差
し
木
せ
る
掌
に
や
わ
ら
か
き
陽
の

あ
り
て

坂

本

福

良

伴

二

食
卓
に
三
つ
葉
香
り
て
す
ま
し
汁

坂

本

井

原

シ

ズ

江

折
鶴
に
華
や
ぎ
灯
し
針
供
養

行
く
春
の
嶺
雲
写
す
ダ
ム
静
か

坂

本

日

浦

翠

峰

片
ち
び
の
待
目
浅
し
竹
の
秋

床
上
げ
の
家
に
巣
作
る
初
燕

坂

本

谷

自
士 

善

意

あ
り 
か
と
う


こ
ざ
い
ま
し
た


肺

秋
成
ふ
み
よ
さ
ん
(
久
国
)

大
島
信
明
さ
ん
(
山
田
)

泉
原
熊
夫
さ
ん
(
横
瀬
)

北

内

祐

吉

さ

ん 

(
中
山 
)

生
木
鎧
次
さ
ん
(
沼
江
)

野

上

武

夫

さ

ん 

(
中
山 
)

以
上
め
か
た
か

ら、

町
善
意
銀
行 

r召 

t工

介

十捌 棚 ま反 坂 中

美

総合横診日程表

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
わたしの作品

MUS04
テキストボックス
離乳食講習会と育児相談高血圧学級の開催



昭和57年� 6月 1日 カ込 て〉 つ ら 第144号 (8) 

胸部レントゲン検診日程表

と 日本脳炎予防接種目程表

月日 時 問 場 所� 

6月8日(火;午後2時-3時30分 生比奈良� '協� 

9日附 午後3時-4時 生名センター� 

10日附 午後2時-3時 勝浦町農協� 

16日附 午後3郎紛吋廊。分 与川内事業所� 

17日開 午後2時-3時 星谷公会堂� 

23日附 午後� l時30分-3時 住時離センター

月日 時 問 場所

午前� 9時-11時30分 坂本事業所� 

6月7日(月)
午後l時30分-3時30分 勝浦町農協� 

6月9日制 午前� 9時-11時30分 生比奈農協� 

6月11日樹 午前� 9時~午後� 2時 住局勤tセンター

'、、-

月 日 時 間 場 所� 

6月28日� 

明)� 

9 :30-1O:0C 

10: 20-11 : OC 

11 :10-12・J(

13 : 10-13 : 4C 

13 :50-14:2C 

14目� 30，-15:2C 

石原センター�  

(沼江)藤本明男宅機� 

生 比 奈 良 協

(今山)竹 山背果横� 

(黒岩)谷 脇広前�  

(星谷)沢団長次良院撒� 

6月30日� 

付d 

9 : 30-

10 :00-10:30 

10 : 40-11 : 30 

11:40-12 :H 

13: 10-13: 4C 

13 :50-14・5C

15: 00-16: O( 

9 : 50 設 横� 

生 比 奈石 油� 

いちょうの 木横�  

電報電話局横

(中山� )前田旭子宅街� 

勝浦 町 農 協 �  

千生 士是 目1) 

前田建

7月 l日� 
同古� 

10 :00-10:3 

10 : 40-11 : 1 

11 :20-12:0 

13 : 00-13: 40 

13 : 50-14: 20 

14:40-15 :20 

与川内事業所�  

(与川内� )山西商� 1苫検� 

坂本 事 業 所

坂本区民集会所�  

(坂本) 林栄一宅横�  

徳島パス機j頼営業所横� 

来十

金

胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診

最
近
は
肺
結
核
が
減
少
し
た
反
面

肺
ガ

ン
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
胸

部
レ
ン
ト

ゲ
ン

検
診
は
、
肺
結
核
に

と
ど
ま
ら
ず
肺
ガ

ン
の
早
期
発
見
も

可
能
で
す
。

次
の
日
程
で
巡
回
し
ま
す
の
で
ぜ

ひ
受
診
し
て
く
だ
さ

い
。

。
受
診
料

無

料

。
仕
事
着
の
ま
ま
で
も
安
け
ら
れ
ま

す
。
(
ボ
タ
ン
、
金
具
の
な
い
下
着

に
し
て
く
だ
さ
い
。
)

日
本
脳
炎
予
防
接
種

七
月 

九
月
に
か
け
て
発
生
す
る

i

日
本
脳
炎
に
か
か
ら
な
い
よ
う
に
す

る
た
め
に
は
、
①
過
労
を
さ
け
る

②
栄
養
を
十
分
に
と
る

・
③
長
時
間

直
射
日
光
に
さ
ら
さ
れ
な
い
、
な
ど

の
注
意
と

、
そ
れ
に
合
わ
せ
て
予
防

接
種
を
受
け
、
体
に
免
疫
を
つ
く

っ

て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

次
の
日
程
で
予
防
接
種
を
行
い
ま

す
の
で
ぜ
ひ
受
け
て
く
だ
さ
い

。

。

料

金

四

百

円

※
受
け

て
は
い
け
な
い
人 

風
し
ん
の
抗
体
横
査

今
年
は

、
風
し
ん
流
行
期
で
忠
者

数
が
大
幅
に
増
加
し
て
い
ま
す
。
風

し
ん
は
、
妊
娠
初
期
の
女
性
が
感
染

す
る
と
目
や
耳
、
心
臓
な
ど
に
障
害

を
も
っ
先
天
性
異
常
児
を
生
む
確
率

風しん抗体検査日程表!g
夜
間
毅
急
当
番
表

人p 

午
後 
6
時 
1
翌
日
午
前 
9
時

翌
日
午
前

9
時

休平
日日 月� 

11 917 513 125 23 21 19 17 15 ⑬29@ 
日日

赤

日日 日 日 日日日日 日日 日日 日

勝 勝勝 勝 lIi年 山山湯 赤 I暴上 上上上

i
勝!勝 !日年 勝 石ιム 』

与且JZ王浦� j莞第j莞第 浦� 浦 西浦 浦西
言n戸p、舌ロ人予� 22 

舌n =ロよP5ト病病病 病 病 医� 医医 医医 医 療療 療

|完


療
|完院 院 所 院 院 所院 院 所 院 院 所 院

午
後 
7
時 

が
た

い
へ
ん
高
く
な
り
ま
す
。

そ
の
対
策
と
し
て
、
妊
娠
適
齢
期

の
女
性
を
対
象
に
次
の
日
程
で
抗
体

検
査
を
実
施
し
ま
す
。
多
く
の
か
た

が
受
け
て
く
だ
さ
い
。

料
金

七
百
二
十
円
(
自
己
負
担
三

一
歳
児
健
康
診
査

百
六
十
円
)血

液
を
三 

採

C
C

※
検
査
方
法
は
、

血
し
ま
す
。

胃
集
団
横
診

困
問
ガ
ン
を
早
期
に
発
見
す
る
た
め
、

次
の
と
お
り
検
診
を
行
い
ま
す
。

多
数
受
け
て
く
だ
さ
い
。

前
日

の
九
時
以
降
は
何
も
食
べ
な

い
よ
う
に
し
、
当
日
は
絶
食
と
し
て

く
だ
さ
い
。

と

き

と
こ
ろ

七
月
一
日
(
木
)

午
前
九
時 

十
一
時

l

生
比
奈
股
協

・
勝
浦
町
内
肱

六
百
円

六
月
十
八
日
(
金
)

き

と
こ
ろ

該
当
児

O
熱
が
三
十
七
度
以
上
あ
る
人 

午
後
一
時
三
十
分 

三
時

勝
浦
病
院

昭
和
五
十
六
年
四
月
一
日

1
八
月
三
十
一
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
児

選
 l

心
臓
病
、
賢
臓
病
、
肝
臓
病
、
糖

尿
病
な
ど
の
活
動
期
に
あ
る
人 

O
そ
の
他
、
医
師
が
不
適
当
と
認
め

O
た
人

・
印
鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※
母
子
手
帳
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

乳
児
健
康
診
査

き

六
月
二
十
五
日
(
金
)

午
後
一
時
三
十
分

i
三
時

勝
浦
病
院

昭
和
五
十
六
年
十
二
月
一

日
1
昭
和
五
十
七
年
四
月

三
十
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

児

とと
ニ
ろ

該
当
児

※
母
子
手
帳
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
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